
本学では、平成３年度から海外における語学短期研修を開始し、平成７年度からはアメリカ合衆国デラウェア大学において、３週間の英語研修やホームステイ、さらに学外での研修（例：ワシントン研修）等を組み合わせて、学生さんの英語能力の向上を図るプログラムを実施してきました。この研修では、本学の学生さんたちは、昼間は世界中から集まった学生たちと一緒に英語を勉強し、夜はアメリカ人の家庭にホームステイをします。希望すれば一日中英語を話したり聞いたりする環境に身を置くことができますので、３週間の研修とはいえ、学生さんたちの英語能力は確かに向上しているようです。例えば、平成１５年度に参加した学生さんの中には研修に行く前（２月）と帰ってきてから（５月）受験したTOEIC試験の点数が８５点アップした人がいました。また、このようなデータがない学生さんでも、聞き取りの力が確かに伸びたと実感する学生さんが多いようです。更に、大学での語学学習やホームステイを通して、文化の異なる人々と交流する機会が多々あるので、学生さんは英語がコミュニケーションの手段であることを実感し、英語学習のモチベーションを高めることができるようです。　
前述のような特色のある語学研修プログラムを、本年度も別添のとおり、例年と同様の内容で実施する予定で、現在参加者を募集しています。更に、TOEIC試験のリスニングセクションの得点アップという目標を前面に掲げて、学生さんを支援していきたいと考えております。
２００８年春、アメリカで「ネイティブや世界中から集まった人々との交流を通して英語を学ぶ」という新しい形の英語学習に挑戦し、国際人としての第一歩を踏み出して下さい。
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